
令和２年３月２７日 

学生及び保護者の皆様へ 

徳島大学長 

野地 澄晴 

令和２年度の授業開始に当たって（お願い） 

現在，東京都では日々多数の新型コロナウイルスの新規感染者が出てきており，その中に

は感染経路が不明な感染者も多数存在し，オーバーシュート（爆発的な患者急増）の可能性

や外出自粛等の措置も検討されております。 

一方，徳島県における感染者は今のところ少数ですが，本学学生の約７割が県外出身者で

あり，新入生入学や帰省していた学生が戻ってくることを考慮すると，この時期の感染防止

措置の徹底は，学生や教職員，地域住民の健康保持や安心確保の観点からも必要です。 

そこで、徳島大学学生の皆様に下記事項について対応をお願いします。 

なお、学内で感染症者が発生した場合は、感染症者や濃厚接触者の入院や自宅待機、また、

学内の施設を消毒するための閉鎖という事態を招く恐れもあり、最悪、全学休講ということ

にもなりかねません。 

学生の皆様においては、本学学生としての責任を自覚し，下記事項の徹底と節度ある行動

をお願いします。 

記 

１．徳島県内にて２週間の体調確認期間を設けることとなりましたので，４月１日（水）ま

でに徳島へ移動するようお願いします。 

２．学生は，４月１日（水）以降はできる限り県外への移動は避け，検温等の健康管理を行

ってください。 

３．体調不良等がある場合，また，やむを得ず県外へ移動する場合は，各学部学務担当係へ

連絡するとともに「新型コロナウイルスに関する措置」（ＨＰ掲載）に従って対応してく

ださい。 

４．新入生ガイダンス等は，４月１日（水）から１４日（火）までの間、密集を避ける等の

感染対策を徹底した上で実施します。 

５．「入学及び授業開始前における渡航及び健康等に関する調査」を実施することとしてい

ます。在学生の皆様については４月１日（水）に、新入生の皆様については４月３日（金）

に教務システム上で必ず入力をお願いします。 
以上 

各部局問合せ先 



別紙１ 

 
                

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



発熱等の風邪症状がある

「かかりつけ医」や

近くの「医療機関」の

指示に従い受診する

受診目安を満たす（別添１）

帰国者・接触者相談セン

ター（保健所）に相談する
TEL 088-602-8907

yes

yes

新型コロナウイルスへ

の感染が疑われる

no

新型コロナウイルス

への感染が疑われる

no

PCR検査を実施した

PCR検査の結果

yes

陽性

新型コロナウイルスに関する措置（学生用）

出席停止

（補講等，代替措置）
・医師の診断書を提出

・出席停止期間は保健

所の指示に従う

風邪の症状はないが，

海外に渡航していた

yes yes

自宅待機

（補講等，代替措置）

14日間自宅で待機して

健康管理（毎日検温

など）を行う

yes

yes

陰性
海外渡航歴がない場合（渡航歴がある場合は右上）

自宅待機期間中に

発熱等の風邪症状が

発現した

左上の「発熱等の風邪

症状がある」へ戻る

通常どおり

登校

nono

（常三島キャンパス）

総合科学部・総合科学教育部・創成科学研究科（地域創生専攻・臨床心理学専攻）

理工学部・先端技術科学教育部・創成科学研究科（理工学専攻）

生物資源産業学部・創成科学研究科（生物資源学専攻）

（蔵本キャンパス）

医学部医学科・医科栄養学科・医科学教育部・栄養生命科学教育部・

医学部保健学科・保健科学教育部

歯学部・口腔科学教育部

薬学部・薬科学教育部

学務係 088-656-7108

学務係 088-656-7315

学務係 088-656-8019

学生係 088-633-7982

088-633-7030

学務係 088-633-7310

学務係 088-633-7247

キャンパスライフ健康支援

センターに相談する
相談窓口 TEL 088-656-7289

（平日 8:30～17:15）

不安・心配 不安・心配

不安・心配

出席可能
発熱等の風邪症状が完全に消失

※リスクに応じて自宅待機となる可能性も有り

自宅待機（補講等，代替措置）
・37度以上37.5度未満の場合でも，平熱より高いと判断される場

合は，発熱と考えて解熱後２日を経過するまで自宅待機

・37.5度以上の発熱があった場合は，解熱後2日を経過するまで

は自宅待機

・38度以上の発熱があった場合は，その翌日から5日を経過し，

かつ解熱した後2日を経過するまでは自宅待機

PCR検査後，１４日以内に発熱等

の風邪症状が発現した

左上の「帰国者・接触者相談セン

ター（保健所）に相談する」へ戻る

yes

連絡

連絡



別添１

家族が渡航歴有り、またはCOVID-19（PCR検査陽性）時の対応

①家族に帰国者がいた場合

家族に帰国者がいた場合、家族に発熱等の症状を認めた時点から

就業制限を実施する。

②家族に陽性者がいた場合

家族が無症状：保健所から家族の隔離措置が解除されるまで、

最低14日間の就業制限を実施する。

家族が有症状：保健所から家族の隔離措置が解除され、家族の

症状消失後から最低14日間の就業制限を実施する


